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論 文 内 容 要 旨
目 的
もや もや病 で はFLAIR画像 で軟 髄膜 に沿 った高信 号`ivysign'が認 め られ ることがある。
本研 究の 目的 は この サイ ンの臨床 的意 義 とその有用性 について検討 す ることであ る。
対 象 と 方 法
我 々は48例,96半球 においてivysignの程度 と虚血 症状 の重症度 の関係 を調 べ た。また,各 々
の半球 を前方 か ら後 方 に4領 域 に分 類 し,24例192領域 にお いてはivysignの強 さ とSPECT
所見(安 静 時脳血 流量 と脳循環 予備 能)と の関係 について調べ た。
結 果
半 球 ごとの検討 で は,ivysignの程度 は虚血 巣症状 の重症度 と有意 な正 の相 関を示 した(P<
0.001)。ivysignは4領域 中,中 大脳動脈前半 領域 で最 も頻度 が高 く,ま た著 明で あ った。領域
ごとの検討 で はivysignの程度は安静時脳血流量 と有意な負 の相 関 を示 し(P〈0.0034),また循
環 予備能 とは強 い負 の相 関を示 した(P<0.001)。
結 論
ivysignはもや もや病 において循環予備 能の低 下 を反映 して いる と思 われ る。
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審 査 結 果 の 要 旨
研究 の要 旨 もや もや病で はFLAIR画像 で軟髄膜 に沿 った高信号`ivysign'が認 め られ るこ
とがあ る。 本研 究の 目的 は このサイ ンの臨床 的意 義 とその有用性 につ いて検討 す ることであ る。
我 々は48例,96半球 を対象 とし,半 球毎 にivysignの程 度 と虚血 症状 の重症度 の関係 を調 べ
た。 また,各 々の半 球を前方 か ら後方 に4領 域 に分 類 し,24例192領域 にお いてはivysignの
強 さ とSPECT所見(安 静 時脳血流量 とアセタ ゾラ ミ ド負荷 によ って得 られ る脳循環 予備能)と
の関係 につ いて調べ た。
半 球 ごとの検 討 では,ivysignの程度 は虚血 巣症状 の重症 度 と有 意な正 の相 関を示 した(P<
O.OOI)。ivysignは4領域 中,中 大脳動脈前半 領域 で最 も頻度 が高 く,ま た著 明で あ った。 領域
ご との検 討で はivysignの程度 は安静 時脳血 流量 と有意 な負 の相 関を示 し(P<0.0034),また脳
循環予備 能 とは強 い負の相関 を示 した(P<O.OOI)。
ivysignはもや もや病にお いて循環予備 能の低下 を反映 してい ると思 われ る。
研 究 の重要性=も や もや病 の術前検査 ではMRIや 脳血 流SPECTが 行 われて い るが,非 造影 の
FLAIR画像 で,脳 循環 予備 能 を予測 でき ることは臨床 的に有用 であ る。 特 に小 児例 や アセ タ ゾ
ラ ミ ド負荷検査 が施行 で きな い症例で は,循 環予備 能 を評価 す る上で重要 と思 われ,ま た術後評
価 に も応用可能 と思 われ る。
表現 の明瞭 さ:研 究 か ら導 き出 された結 果 につ いて臨床 的 な意義 を明快 に示 して お り,ま た研究
目的,方 法,実 験 結果,考 察 を明瞭 に記載 して い ると考 え る。
よ って,本 論 文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 め る。
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